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Exhibition as catalyst for social change 

社会変化の触媒としての展示 
 

 

 

 

 

 

 



ダイアログ・イン・ザ・ダーク 
 

Exhibition as catalyst for social change 

社会変化の触媒としての展示 
 

 

 

 

 

 

 



ダイアログ・イン・ザ・ダーク 
 

Exhibition as catalyst for social change 

社会変化の触媒としての展示 
 

 

 

 

 

 

 

"The only way to learn is by 
encounter  " 

 
私たちが 

唯一の学ぶ方法は 
遭遇による。 

 
 Martin Buber 



1989年ドイツ 



まっくらな空間の中にさまざまな場面設定があります。 

そのなかを視覚以外の感覚機能で動きます。 

【基本フロー】 
 

■まっくらな中でのシーン  

世界42か国、130都市、 
約800万人以上が経験 



世界共通のコンセプトは３つ 

 
どこまでも真っ暗   
チームで体験   
案内人は視覚障がい者 



企業トップ向け多様性理解のためのアクセスビリティ会議で 
 
利用されていたダイアログ・イン・ザ・ダーク（DID）に 
 
新しいテーマが与えられた。 



それは2011年2月22日。 
ニュージーランド沖に起きた地震 
（M6.1）のニュースをご覧になった 
森ビル・森稔会長からの一本の電話だった。 



災害時に最も必要な要素を秘める「暗闇」 
 
そして長く続く困難をポジティブに変えてきた 
 
レジリエンス力の高い視覚障害者との出会い 
 
やがて日本にも必ず来る地震。 
 

必要なのは防災だけでなく「しなやかな力」 
 
 



ニュージーランド沖地震から三週間後に起きた3.11。 
 
私たちは必死で作った。レジリエンス力をつけるために。 
5月、六本木森タワーアカデミーヒルズで生まれた 
 
 
ダイアログ・エマージェンシーワークショップ 
 

災害時に役立つ暗闇体験 



■普段通りの力を発揮できない想定外の暗闇 
 
 
■知恵ある人々との出会い 
 
 
■想定外の環境で冷静に自分を見つめる 
 
 
■正確な情報のやり取りと他者との協力 

非常事態となる環境を暗闇内に設え、 
チームメンバーと協力し、様々な課題に取り組む 
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自己対応 対人対応 状況対応 

各領域のスコア 

DID体験前後のEQ（こころの知能指数）の変化 



暗闇という想定外の環境で得た気づきは、 
 
ビジネスシーンのみに限らず 
 
他者との関係性構築に活かされていきます 



エマージンシーワークショップ 
体験会につきましては、 
 
http://www.dialoginthedark.com/company/demo_schedule/ 
 
電話 03－6231－1633 まで 
 
 
ダイアログ・イン・ザ・ダーク【Tokyo Diversity Lab.】 

〒103-0002 

東京都中央区日本橋馬喰町2丁目7番15号 

ザ・パークレックス日本橋馬喰町3階 

http://www.dialoginthedark.com/company/demo_schedule/

